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I • はじめに

「女1生 r:-a園 1」と「イスラム」

ーサイド・アフメド・モハメドの視点ー—

竹村景子

タンザニアのザンジパル出身で、一切の文学作品をスワヒリ語で沓いている作家、サイ

ド・アフメド・モハメドの最新長編小説『アスミニの苦悩』 (Tata za Asumini, 1990, 

Longman Kenya Ltd.) では、現代社会が抱える数多くの矛盾が描かれている。その中で、

とりわけ著者が強調したかったと思えるのは、 「イスラム」という名のもとに女性に強い

られる様々な差別が、いかに女性の精神生活を破壊していくかということである。

本作品を選んだ理由としては、男性作家が「女性問題」をどのように取り扱っているの

かを、詳細にわたって考察する必要性を感じたというのが挙げられよう。同じタンザニア

出身の女性作家、ペニナ・ムハンド1) は、ある対談の中で、 「女性作家が女性問題に取り

組まねばと言う意見があるが、それについてはどう考えているか？」という質問に対して、

「男性作家が女性問題を取り上げてくれないから、私たち女性が吾くしかない」と符えて

いるり。女性を主人公にしたものは、スワヒリ語の男性作家によってこれまでにも色々と

書かれてきた。しかし、現実の「女性問題」を深くえぐるような作品が見られるかどうか

は別問題であり、描き方がステレオタイプ化されたものになっているという指摘もある 3) 0 

このごとは、 「イスラム」を根底に抱え込んでいるアラプ世界でも全く同様のようであり、

エジプトの女性作家、ナワル・エル・サーダウィは次のように述べている。

従って、アラブ人作家たちは、父権制度によって制度化された女の分類法を

踏襲したと言える。というのは、この制度では、女は、純粋で聖なる母と不

感症で貞淑で立派な妻という部類か、熱くて、脈動し、魅惑的だがさげすま

れた女である売春婦や愛人という部類、のどちらかに属すことになっている

からだ。 4)

過去、現在を問わず、アラプの作家たちは、女たちの人生における性的・精

神的な悲劇の核心にはいり込むことはできなかった。それ故に、主題にみあ

ったことは何も表現できなかったのである。 s)
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そこで、本稿の目的は、長きにわたって「イスラム」の影響を多大に受けてきた、スワ

ヒリ社会に生きる一男性作家が、現代の「女性問題」と「イスラム」の因習との関係をど

のように捉えているのかを、明らかにすることである。

II • 作品の概略

a • 主要登場人物

アスミニ：本編の主人公。幼少の頃から、両親によって、イスラムの教えと称した過度な

「女性の性」や「性交渉」に対する抑圧的教育を受け、自らを解放することができなく

なってしまった女性。自らが課した精神的抑圧と環境の変化から受けた様々な肉体的、

精神的打撃により、最後には精神障害を引き起こして自殺してしまう。

ミリアム：アスミニの大学寮でのルームメイト。パトロンを持ち、いつも贅沢な生活をし

ている。アスミニのことは、何とか自分が精神的抑圧から解放してやりたいと何かと面

倒を見るが、結局はうまくいかない。大学卒業後は、全国女性同盟の中央委員となり、

ある会合でアスミニと再会する。

セワ：大学時代、自殺しようとしたアスミニをミリアムと一緒に助ける。初めて飛行機の

中で出会った時から、アスミニのことを愛していたが、アスミニには受け入れてもらえ

ない。アスミニが退学してから、外国に留学し、卒業後は精神科の医者になる。精神障

害を引き起こしたアスミニと、医者と患者という立場で再会する。

ザイナ：アスミニの幼なじみ。少し年が上であることから、アスミニのことを小さい時か

らよく面倒を見てくれていた。大学を飛び出したアスミニが、村にも帰らず空港でうろ

うろしていた時にばったりと出会い、そのまま自分の住む長屋に連れていく。段々と精

神に異常をきたしていくアスミニを助けようとするが、どうすることもできない。本当

は、アスミニとは母親の違う実の姉妹である。

ムケジェル：妻を持ちながら、大学生のミリアムのパトロンとして、いつかは若いミリア

ムを自分の妻にしたいと考えている。大学を飛び出して小さな町で暮らしていたアスミ

二のことを知り、その美貌に狂って、今度はアスミニも自分のものにしようとするが失

敗する。全国女性同盟の中央委員となったミリアムと結婚する。

ジャズメ：アスミニの幼なじみ。田舎の村で、小さい時はいつも二人で遊んでいた。アス

ミニが都会の大学に行ってしまってからしばらくして、村の様子はすっかり変わり、ジ

ャズメ自身も年齢よりもずっとふけて見えるほどに疲れ果てていた。久しぷりに村に帰
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ったアスミニと再会するが、自分の気持ちをコントロールできなくなったアスミニの突

然の行動を、受け入れることができずに逃げてしまう。

b • 主人公の動き

A (村社会＝イスラム色の強い伝統的社会）・・・ペンバのある地方

→ B (大学生活＝西欧近代文明を抱え込む大都市社会）…ダルエスサラーム

→ C (町＝大都市ほどには西欧化は進んでいない， AとBの性格を併せ持つような社会）

・・・ザンジバルタウン

C• 提起されている矛盾、問題についてのキーワード

A: イスラムの教えに基づく家父長制(=Ubaba)、牧歌的世界という幻想

B : 大学に通うエリートたち (Msomi/りasomi)、全国女性同盟の表と裏、

タクシー運転手のつぶやき

c: 売春婦、イスラム教徒（特に、 'Shekhe'や'Kadhi'と呼ばれる聖糊者たち）の表と

裏

d • 主人公が死に至るまで

Aにおける抑圧的教育=Aの価値観の絶対的正当化・・・非常にナイープでセンシテイプ

な人格形成

→ B に向かうことへの不安••従来、希望や未来の象徴であった都市に対する疑惑

→ Bの価値観をあくまで拒否する自分と理解しようとする自分との対立・・・大きなジレン

マによる精神的抑圧 ．．．精神的アンパランス

→ Aの価値観を否定せざるをえない事実との直面…理想的世界と現実のギャップ

→ AとBの価値観の板ばさみ…どちらにも居場所が見つけられない＝自己のアイデンテ

イティの喪失 ・・・自己崩壊

m. 登湯人物の言動に見る著者の問題提起及び主人公の心の動き

［第 1章］ 「大学生活＝都市生活」に対する拒否反応―>自己破綻→自殺を試みる

［…］天にも届くようなあの建物をみんなは「レジデンスホール」と呼んでいるけれど、

アスミニは「驚愕の塔」と呼んでいた。そこには、外国からもたらされた男伐抱敷宜り秘：

明 と (p. 2) 

［…］何度もクリニックに行ったことがあったが、いつも薬はなかった。その少し上には食
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堂があった。そこでは毎日、学生と教官たちが先を争ってトレーを取り合っていた。［…］

後ろを振り返り、 メンテナンス棟を見ながら、 この国がどれほどメンテナンスということ

を蔑ろにしているかを考えた。佃；もかもやポロ—―ー-'.ボロL!i.fな且g 電話も、道も、水道も、橋も、

工場も。一体、修理工はどこにいると言うのか。 (pp.5,..._,6) 

［第 2章］自殺の失敗「現在の自分と過去の自分＝都市社会にいる自分と伝統社会にいた

自分」の定義付け・. . 生い立ちの描写

アスミニの心の中には難解な誂が隠されていて、 ミリアムは何度もそれを解こうとした。

多分、一生懸命アスミニと接しているうちに、必ず答えが見つかる日が来ると、 ミリアム

は思っていたのだが、 二庖兵了―ー―ーー＿ーー一ーミ＿ー―＿一―ー—―ーーの心ーーの はわからないのだった。 (p.11) 

アスミニがその小さなパンツを脱ぐと、父親はものすごい勢いで怒った。 「お前、何をし

てるんだ、馬鹿なことするんじゃない。早くズボンをはかないか！ 人に見られでもした

らどうするんだ。」［…］またある時に、上着を着ないままで外に出ると、母親は優しい声

でアスミニを呼んで言った。 「早くこっちへ来て上着を着ましょうね。お父さんに乳首を

見られたらたたかれちゃうからね。」 アスミニは たちのように パンツー

さで

このはかない生き物の心は、常に清くあるように望まれていた。だが、 その外側では、世

間は汚れ、悪臭が漂うほどなのだ。

きている世間でもあった。なのに、

それは、 アスミニが生きている世間であり、誰もが生

［第 3章］自己変革への試み 1: アスミニは殻に閉じこもるのを止めて、外界を知るため

に友遠と一緒にディスコに行こうと決心する。

［第 4章］自己変革への試み 2

その時、 アスミニの頭の中にはムワンポジェのことが浮かんだ。 1年間共に学んだこの友

人は、散虔な信者であったが、 くるぷしまで届くカンズも、長袖のカンズも、胸にウシュ

ンギの付いたカンズ6) も、 とにかく一切着るのを拒んでいた。だが、 モスクからは決して

いい加減な気持ちで出てきたりしないのだった。ある日、 2人で話をしている時に、 ムワ

ンポジェはアスミニにはっきりと言った。 「神は、 ご自分が遣わされた人間のことは、 ご

自分の心の中で何もかもお見通しさ．．．．信仰丈ゑ？二Cぷ翌4も」阻~晩圭又丈ュ媒辺JU

っていることなんかじ史なふ工やえ患A2カ豆なう~い立且勲ゑ丈ゑか2エ~心;__,t,.'!c__」

「控は食~む麟よふ玄性麟・．．．」 アスミニは言いかけたが、 ムワンポジェはそれを

Arヽ
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遮って、 「神は我々に身を覆い隠すことを命じられたよ。だけど、身ゑ巖はコ粒臥~

しは~~Mそれ天れが銀別Q触懇梵ヱ差ゑし、だから、人それぞれに合う衣服が着られるんだ

ょ．．．．ぃいかい、アスミニ、僕たちの先祖は、ずっと昔から信仰しながら生きてきて、そ

の衣服と言えば、カニキのような仕事着”やごく普通のカンズだったんだ。ズポンをはい

たことだってあるし、テイテイのような帽広ズポン8) を着たこともあった。今でもプイプ

ィ9) を着てるじゃないか．．．．君の考え方だと、こういう先祖たちは、死んでからみんな地

獄に落ちちゃったことになると思うんだけどな。[…]」 (p.51)

あんたらみたいな、勉強しとる人たちにわしなんかが何を言ったらいいかわからんが．．．．

けど、あんたら若いもんはわかっとるだろうが、あ~点はむ上心な~泣叫~~ぽぷ

楽~[-・・］今の若いもんは、ただで大学まで行かせてもらって、そ

の後はちゃんと給料のもらえる職に就く。そんなことはわしらの時代にはなかったさ。勉

強を終えたら、せいぜい一生懸命働いて、わしらの国を盛り上げてくれんとな。 (pp.52--

53) 

「［・・・］人間だって変わったのさ。

着るもんだって変わっただろう。昨日はミディ

だったかと思えば今日はロングだ。今じゃずるずる引きずってるのだっているだろう。」

［・・・］「例えばわしを見てみろ。朝から晩まで働いて、一体何を求めてるってんだ？ 果て

しないわしの妻の物欲を癒すためだけじゃないか。今日はこれ、明日はこれ、今日はこの

ファッション、明日はあのファッション。どうすりやいいのかねえ、ほんとに。」 「奥さ

んだって、あなたのために家事をしてくれているでしょう。炊事、洗濯、買物、子育て、

それにもし田舎に住んでたら、農作業や水汲みや薪拾いだってしてるわ．．．．」アスミニが

答えた。 (pp.53,....,54) 

［第 5 章］自己変革への試み3~挫折—>現実逃避：ディスコで酔っ払いにからまれ、

狂人のようにそこを飛ぴ出したアスミニは、やはり自分はこの世界には住めな

いと、街を出る。だが、故郷へも帰れず、幼なじみのザイナのところへ身を寄

せる。

［第 6章］交錯する現実 1

「じゃあ、女はどうなんだい？」運転手が尋ねた。

えけど、忘れないでよね。悪魔はいけにえを求めるもの

なのよ。それも、丸々と太ったのをね！」 (p.67)
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「［・・・］男が何を欲しがってるか、みんなわかってないのよ。最近の男は、結婚を望んでな

(p. 67) 

「私は自分で自分のことをこう思うことがあるの．．．．」アスミニは意図して続けた。 「自

分が一人きりで自分だけの世界に生きているの。そこは高潔という夢で一杯なのよ。そし

て、そこは外の汚れた現実から逃避しているところなの。」 (p.70)

「［…］男を食い物にしたり、騨したり、男にのめり込んでダメになる女のこと、聞いたこ

とあるわ…．」［・・・］アスミニは自分を確認した。なぜあんなことを尋ねたのだろう？ 多

分、人の金をたくさん使い込んだから。じやあ、なぜ人の金を使ったのだろう？ みんな

から移された病気を癒すため一ーそう、欲望という病気を。［・・・］自分の意識の遠いところ

では、アスミニは男性を憎み、復讐を誓っていた。だが、彼らを罪の濡から出してやるこ

ともあったのだ。［…］「何の復警なんだろうか？ 彼らが私に何をしたと言うんだろうか？

［…］どうやったら自分を守れるのだろうか？ ［…］男がみんな悪魔だと信じればいいのだ

ろうか？」アスミニは自問した。女が、男の家に連れ立って行き、何事もなくちゃんと戻

って来られるかどうかということを。自分で試してみたかった。 (pp.75,,....,75) 

［…］大学では、アスミニははっきりと「何々主義」という講義を聞いてきた。それは、戴

俊よ文枯女性笠権利玄認衷ゑ屯少姦ュ迄と今でも、あの痩せて、けれども広い心の持ち

主であった男性講師が語ったことを、アスミニは頭の中で反筍することができた。 「女性

は、身体的には男性といくつか違いはあります。しかし、他は男性と全く同じなのです。

我 ふ 友沿遠;j}£い地位に押しとどめ

度し文虹ふ包に必要な道具こ←一又:-―｀し＿會＼桑

と交太登§況I狼荘~;りを失2ll注紅なこt…．女性は、どんな事でも、男性ができる事

ならできるんです。それに、ある場合には女性の方がよくできることもあるんです．．．．」

(pp. 75.-..,77) 

［第 7章］交錯する現実 2--+自己嫌悪

「［…］その家の中にはね、オマリと呼ばれる人がいたのよ。大変尊散を集めている人でね、

そんな散虔な信者は他にはいなかったもんだった。考えてみておくれよ、そんな年になる

まで、オマリは結婚してなかったんだよ。結婚はイスラムでは自由意志に任せられてるけ

れども、オマリは、自分の人生は全て神に捧げると言ってたんだ。［…］ある日の早朝、あ

たしは誰かが胸を手で触っているのに気が付いて、飛び起きたのさ．．．．」［…］「悲鳴をあ
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げたかったんだけれどね、」テイメは続けた。 「あいつはあたしの口を塞ぐと、自分の唇

に人差指を当てて、 「シーツ！」と言ったんだ。それで、 10シリング札を出してあたしの

胸の上に置くと、誰にも言うなと言ったのさ。」[…]「[…］天立心うやからはぶ［—-信佃充ゑ

ってことは,. 1 るとか・-._._._•.•.•-· .•. -. るだけとか

にもたくさん

［…］「［・・・］けどね、 10シリングは当時大金だったんだよ。なんだか母親がかわいそうにな

ってねえ。 1日中かゆを作って売ったところで、そんな金にはならなかった。［・・・］」

(pp. 79,....,80) 

「ムケジェルですが。」遠くで乾いた声が答えた。 「アスミニです。」 「どうして家にな

んか電話してきたんだね？ 家には電話しないようにと言っておいただろう？」 「迎えに

来て下さらない？ セロにいるの。ここで待ってるわ。」そうたたないうちに、黒いペン

ツがやって来て、アスミニの目の前で止まった。そしてもう次の瞬間には、アスミニはペ

ンツの中でダディ、つまりムケジェルと話をしていた。 「あなた、臆病者なのね？」アス

ミニはからかった。 「何を怖がってるというんだね？」［…］「お宅に電話した時、震えて

いたじゃないの。奥様が怖いんでしょ。もう少しで、もう結構よって言うところだったわ。

でも、大目に見て差し上げたけれどね。力も富も時間もあるのに、おかわいそうに．．．．」

［…］「いいかい、衰なムぷ速改社まね

麟セ怖史な上ンし店よ…．それに、」ムケジェルは、この会話の流 れを

一気に妻の話からアスミニと自分の 2人のことに変えてしまおうと、言葉を続けることに

した。 「私は、いつかきっと運が巡って来るとわかっていたんだよ。そして、とうとう巡

って来た。ああ、神の御名を讃えん。」アスミニはこれを聞いて驚いた。~必苓よ這t:r.
ゑ、と。 (p.93)

［第 8章］自己嫌悪からの脱却の糸口

ゑ

知0.,92叫星うし~-.:てムケジェす』魔1- (p.100 

［第 9章］真実を凝視するカ

「結婚なんて、大したことじゃないわ。」アスミニは答えた。 「男烈ム共ふ度ゑ心註勾~

~--」 3人は笑った。 「確かにそうね。」笑いが収

まると、ミリアムが答えた。 「この人だって｀私と結婚するために奥さんと別れるはめに

なったんだから。」 「何を考えてるんだ、お前は。」ムケジェルは恥ずかし気もなく笑い
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ながら言った。 「

位姦どこを取っ て比 べよ うったって．．．．」「ねえ、聞いた？全 く

男ときたら。」ミリアムはからかって言った。 「美しさは二の次なんだから。地位がまず

大事なのよ。それが、この人たちにとって、利益の重要な要素なんですって。私、今でも

この人が、愛情から私と結婚したのか、それとも私の地位や教養やお金と結婚したのか、

わからないのよ。」 「全てだよ。」ムケジェルは考えずに言葉を発した。 「愛憤はふ携藉l

と 金 り 上叫立2屯Q叫凸」 (p.115) 

ムケジェルを観察し終えると、アスミニはミリアムに移った。特に、様々なワークショッ

プやセミナーで見せた、彼女の知性と、そこでの鋭い発言について考えた。だが、どうだ

ろう。その湯にいるミリアムは、まるで落ち着いてしまっていて、親た芸力洩は辺いふよ立

ぁ~なご~亘~烈己主文二比 の遊びでし力~芯辺盃」：…］披玄杜中』lit

ヵ遵望みべ」自分が選んだ人生を歩んでいる。

を哀金な屯烈によぶこくれゑ愚-~辺芸臼以~枝にコかん店人生度挽jy;;f虻ゑ麟__(p.119) 

［第10章］帰郷一ー信じていたものの崩壊―>更なる自己嫌悪

アスミニは市場のあるところで降りた。そこは、人間と、ひしめき合う小屋とパラック建

てで溢れかえっていた。［…］アスミニは知った顔を探そうときょろきょろしてみたが、み

んなわからなかった。また、彼らにとっても、アスミニは知らない顔だった。アスミニは、

型～見当が2かなか2迄ぶゞカロンガは大きな村になってしまっていた。村は、広がってし

まっていた。 (p.129)

［第11章］精神の崩壊―>誤った自己解放？

しているじゃない。

私は絶対に汚れた兄弟なんかいらないのよ！」 (p.141)

「［…］私、あなたのお父さんと私の母がもめているのを聞いてしまったの。しまいには、

母の堪忍袋の緒が切れて、あなたのお父さんを罵り始めたわ．．．．もう何年経つんですか．．．

母が言ったゎ…．あなたはいつもいつも本当のことを隠してばかりで．．．．ザイナはもう大

きくなって、私たちはこんなになってしまった。もし明日にでも私たちが死ねば、あなた

はあの子の権利なんて無視するんだわ。私は、私の子の権利を無駄にしないためにも、も

う黙っていられませんからね。［・・・］それで、私は、あなたのお父さんこそが、私の父なん
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だって知ったのよ。［…］母に懇願して、遺産相続の権利書を書くから、秘密を守ってくれ

と頼んでいたわ。」アスミニにとっては、この荷は重すぎるものだった。自分を押さえる

ことはできなかった。一体どうしたのかわからなかったが、アスミニはザイナに飛びかか

り、首を絞めていた。［・・・］「この女はね、嘘を言ってるのよ。

握父は高潔な人だ？た払＾＾＾と文も~L それを不潔呼ばわりするなんて．．．

壊してやる、引き裂いてやる、粉々にしてやるわ、この家のもの全て！ みんな汚いんだ

から！！」 (pp.14 2 ,.._, 14 3) 

［第12章］正気と狂気の混在

~ ヱ女性姦けが、何もか

巫共 ら こ 文比店堕とふ強制宝

れた免だろQ,E~,_~[ ・・・］且う↓にて婚朔兵拉枕る且提＾観念枯批親益け:1;,弧要窒むヱ…父親比‘ノ～

~J;J内緒烈家を持文た烈店、ゑ立かぶ(pp.151,.....,152)

［第 13章］最後まで誰にも解放できなかった苦悩＝アスミニ自身ーテ死~魂の解放

む ＾ ＾この世の中の、生きていく上での真実を語

って聞かせてね。世の中にある、罠や、彼女を取り巻く危険を教えてね。でも、と立立~

Q危険玄g 私が小さい頃から何度も聞かされたような、男性は危険だ、というようなこと

じゃなく。娘に教えてちょうだい。~りL誰~?エ注渭柑易なんだって。男屯友注連！

笠なんだって。娘伝且財玄且広工心迄辺乙ぶユ刃位をよ＄舅ぼむ~俎煎，~彼玄巫

決生登ヱいりゑ~兵…．でも、それ以上に、娘にはこう言ってやって欲しい

の。私や、他の多くの人々を破壊したように、彼女を破壊してしまうかもしれない、暴力

的な心理的抑圧と闘うように、と。［・・・］さようなら、セワ。私たちの

私よ文塁なR:21乱1旦
（引用文中の下線は筆者によるもの）

IV. 考察

本作品の舞台は、いわゆるスワヒリコーストと呼ばれる地域の、異なる 3地点である。

具体的な地名が語られているのは、 Aのカロンガ(Karonga) というペンバ島に実在する地

名を借りたものだけである。残りの 2地点については、文脈や描写から筆者が解釈したも

のである。サイドは、フラッシュバックなどの技法を用いながら、主人公のアスミニがA
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→B→Cという移動をする中で、どのような人々と出会い、どのような影響を受け、どの

ように死に至ったかを描いた。

アスミニが動いた 3地点を、彼女が経験した様々な精神的抑圧、また、彼女や他の登場

人物を通して語られる社会矛盾とを絡めて分析してみる。

Aの'Ubaba'という語は、 「父性、父権」といった意味になるが、幼少の頃からアス

ミニの精神的抑圧の原因、自己解放疎外の原因になっているものである。つまり、イスラ

ムという名のもとに、女性に対して男性一—•この湯合は父親と、父親には決して逆らうこ

とのない母親 が、他の価値観、もしくは現実を認める能力の発展を著しく遅らせてし

まう育て方をしたと描かれている。父権制社会における父親の存在は絶対で、娘はおろか、

母親すら逆らうことはできない。第 2章での引用文にあるように、アスミニは自分だけが

他の子供たちのような自由を与えられないことに対して、一度は疑問と悔しさの念を抱い

ている。しかし、その疑問は、度里なる両親からの厳しい「イスラムの教え」によって掻

き消されてしまうのである 10) 。タンザニアの実際的な問題として、この父権制社会／

家父長制社会における婚姻の歪みは既に指摘されてきた。 1971年の婚姻法の制定の結果、

未亡人は遺産相続のために夫の兄弟と結婚させられることを拒否したり、もしくは離婚し

たりすると、子供の養育権は剥奪されることになったが、それについて、都市に住む女性

たちは非常な反発を見せ、この家父長制的婚姻形態を完全に否定している人もいる。しか

し、究極的には、国家自体が法制度や裁判を通して、女性を「母性」として定義するよう

指導してきたのであり、女性は従属的で、婚賓を媒介にして交換可能な H用品であり、そ

の存在自体を男性に依存するものと考えられてきたのである11) 0 

また、牧歌的世界である、もしくは、都市に出て挫折した時には、結局は帰り着く場と

して語られることの多かった伝統社会ではあるが、実際には都市化の流れの中で影響を受

けないなどということは決してなく、経済的な部分をはじめとして、変容せざるを得ない

ことを指摘し、その変容の中でも犠牲になっているのは多くが女性であることを明らかに

している。アスミニが紆余曲折を経て故郷に帰った時、出会う女性全てが多くの生活苦に

苛まれているというシーンが出てくる。このシーンは、家計を保ちながら、酒や女に金を

かける夫の浪費を考えねばならなかったり、夫やその親戚にも従順で、十分な世話をしな

ければならなかったり、暴力に耐えながら家事全般を引き受けねばならない、都市及び農

村の多くの女性たち12)の、現実の姿をほんの少し映し出したものであろう。

Bでは、まず 'Msomi/Wasomi'という、いわゆる「エリート」と訳される語に注目してみ
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る。アスミニも含めて、大学に通う若者たちや、ムケジェルのような富裕層の者は、都市

という近代文明を抱える世界で、その全てを享受できる立湯にいる。そして、このような

社会の最上層にいる人間が、どれほど富と快楽を満喫しているかということを、最下層に

いる人間は鋭い目で眺めているのである。アスミニたち 4人がタクシーに乗ってディスコ

に行くシーン（第4章）では、タクシードライバーのつぷやきによって、見事にこの事実を

明らかにする。しかし同時に、その最下層の人間よりも更に「下」に位置付けられる女性

の姿が見えてくる。タクシードライパーは、女性同盟の運動が活発になり始め、自分の妻

が色々な要求をするようになったことについて愚痴をこぽす。アスミニしこ、女も家でどれ

ほど苦労しているか考えてみるようたしなめられても、くだらない冗談でしかかわせない。

ここにも、やはり「女は家に縛り付けておくもので、従順でパカな生き物」という考え方

が存在している。 AとBでは、全体的に見れば価値観の違いが存在するように思えるのに、

「女」については全く同様の矛盾を抱えていることが指摘されるのである。

ただ、それと並行して描かれているのは、 「女」の中の問題点である。アスミニがミリ

アムと再会し、被女をまじまじと観察するシーン、及び、 「全国女性同盟」の在り方につ

いて議論するシーンが出てくるが（第 9章）、ここではアスミニを通して、何不自由なく暮

らしているであろう女たちの欺隔性13) が問いかけられるのである。この「全国女性同盟」

というのは、おそらく「タンザニア女性連合 (UWT: Unitedりomenof Tanzania)」をモデ

ルにしたのではないかと思われるが、事実、 1971年にこの組織に対して、労働者階級の女

性たちから非難の声が上がったことがある。シングルマザーに対しても、有給の産後休暇

を与えるかどうかの議論が持ち上がった時に、 UWTはその権利を認める方向で話を進め

なかった。それに対し、 UWTは「ピッグワイフ」、つまり政党の要人や政府の官僚の妻

たちから成る組織で、下層の女性の意見は全く反映されていないという批判が出されたの

である 14) 。ここでは、女性が、その差別されている状況に対してまとまって声を上げ

なければならない時に、本来なら、先頭に立つべき地位と力を持った者たちが、実は、男

性本位の価値観の中で毒されてしまっている、もしくは、当初の目的を忘れてしまってい

るということを、 2人の女性の会話の中で明らかにしているのである。

Cでは、アスミニが身を寄せた、幼なじみのザイナの住む長屋でのことが中心に描かれ

ている。この長屋には、年齢の異なる女性たちが暮らしているが、各々、重苦しい過去を

背負っていたり、つらい現実と闘っていたり、あるいは、抜け目なく狡猾に生きていたり

する。だが、彼女たちは一様に虐げられている。下層に生きていること、女であることか
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らもたらされる社会的圧迫がある。そして、彼女たちは声高には叫ばないが、毎日毎日を

何とか生きていかねばならない中で、確実に、何故そのような状況が引き起こされている

のかを、感じ取っている。それは、この長屋に住む長老的存在、テイメの、 「何もかもっ

かまえられない。何もかも手に入れられない。私たちの知らない何かがあるんだよ。どう

して私たちの住むこの世界は、こんなに堕落していっちまったのかねえ。」 (p.87)という

言葉に集約されている。また、宗教としてのイスラムの根幹に関わる描写すら度々出てく

る。 'Shekhe'という称号の付くムケジェルも、敬虔な信者であったはずのオマリも、性的

欲望から決して逃れられずに、女性を単なる性の捌け口としてしか見ていない。しかもそ

れは、近代社会の諸価値と、イスラム文化を含めた伝統社会の諸価値が融合することによ

り、イスラムが、性的快楽を追求する「随落した」西欧文明に飲み込まれたから起こった

のではなく、もっとずっと以前から存在したことなのである 1s) 0 

先述のように、アスミニは最後には自殺してしまう。この自殺については、次のような

解釈が可能であろうと思う。つまり、彼女が余りにもセンシテイプで頭が良かったために、

知ってしまった問題や矛盾に対して、正しい答えを見つけようとすればするほど精神的抑

圧が大きくなり、自己の居場所が見つけられなくなってしまった結果であり、彼女が結局

はとても弱い「女性」であったから、社会の矛盾全てに背を向けるには、死を選ぷしかな

かった、という解釈である。いずれにしても、最後までアスミニは誰にも本心を打ち明け

なかったし、表面上は変化していないという捉え方ができるだろう。しかし、 「女性」と

してどう生きればいいのか、イスラムの因習の中で自分がどれほど抑圧されてきたのか、

そして他の多くの女性たちがどれほど抑圧されているのか、父親を含め、男性は如何に家

父長制／父権制の中で擁護されているのか、彼女は全てわかっていたと描かれていたよう

に思えてならない。事実｀様々な経験と、色々な人々との接触により、段々と知識を蓄え、

鋭敏になっていったはずではなかったか。だとすれば、彼女の選ぷ道は自殺ではなく、彼

女を愛し、彼女もおそらく愛していたであろうセワと結婚し、その上で、これからの「女

性」がどう生きて闘っていくのかを模索することだったのではないだろうか。彼女が自殺

したことにより、確かに、イスラムの存在が女性に及ぽす悪影響を読み取ることはできた

かも知れない。しかし、 「自己の内面との葛藤を繰り返していくうちに、外面にも、ほと

ばしる情熱と矛盾に対する怒りをあらわにする女性」として、結局は描けなかったのであ

る。
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v. おわりに

サイドは、主人公アスミニを、非常に頭脳明晰でセンシテイプな女性として描いた。精

神障害を引き起こしてしまってからも、彼女の神経は非常に鋭敏で、病んでいるのは仮の

姿であって、実際は世の中の矛盾を客観的に捉えているかのようであった。この点につい

ては、少なくともこれまで描かれてきたステレオタイプな女性像とは異なっているように

思える。

一方、 mで挙げてきた著者の問題提起の中で見られるように、その取り上げたかった問

題は、イスラムの因習の歪みや女性差別のことのみではなく、政治腐敗や階級闘争、伝統

と近代の対立に至るまで、かなり広範囲に渡っている。その一つ一つは確かに非常に重要

な問題であり、且つ、諸問題は必ず相互に多大な影響を与え合うか、もしくはいずれかの

問題から別の問題が生まれるわけであるから、意図は理解できる。しかし、余りにも包括

的に描こうとしているため、筆者が考えていたような、 「女性問題」と「イスラム」がテ

ーマであるとは言い切れなくなっている事実は否めない。

これまでの作品群から分析しても、人道主義的立場を取り、直接的にも比喩的にも、政

治腐敗を告発、糾弾する姿勢を持っていることから、問題の中心を「女性差別」という枠

から「人間差別」へと広げ、真の人間性とは何か、真の平等とは何かを問いかけるという

のも、サイドの一つの目的であったかも知れない。ただ、 「男」と「女」という枠を超え

て「人間」を問う前に、厳然と存在する「女性差別」を表層的に扱うのではなく、主人公

がその解決策を求めて力強く生き抜くといった描写で、ポジテイプでアクテイプなインパ

クトを持たせる必要があったのではないだろうか。

セワヘの遺書の中で、 「私や、他の多くの人々を破壊したように」というくだりがある。

網掛けの部分の原文は、 'wenginena wengine'であるが、果たして、この形容詞の前に隠

された名詞は、 'wanawake'= 「女性」なのか、それとも単に 'watu'= 「人間」なのか、全

体的な流れの中で判断することができなかった。この曖昧さが、サイドの視点の微妙なズ

レーーイスラムという文脈の中で、 「女性」に課されたものを「人間」に課されたものに

置き換えてしまっている一ーの表われだと感じた。

スワヒリ文学の中で、まだまだ「女性問題」を取り扱った作品は少なく、その意味では

本作品は大きな意義を持っているだろう。今後、スワヒリ社会の中で、イスラムの因習も

含めたあらゆる女性差別に対する関心がもっと深まり、男性作家も女性作家も、これまで

のステレオタイプ化された、歪められた女性像ではなく、真の女性像を描き出して欲しい
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と願っている。

【付録：作家略歴】

1947年12月12日、現タンザニア領、ザンジパルに生まれる。小学校の高学年時から詩作

を始め、ローカルのラジオ番組で作品を読んでもらうこともあった。本格的な長編小説の

ー作目は1977年に発表されたが、既に1972年からは短編小説を精力的に書いており、以後、

これまでに吉かれたものは百以上にものぽる。また、それらのほとんどは B B C等の放送

局で紹介されている。戯曲も数作書いており、現在、スワヒリ語作家の中ではもっともア

クテイプな存在であると言えよう。作品のテーマは、多くの湯合、政治腐敗、社会秩序の

混乱、貧困、経済格差などであり、社会派作家と言われている。

〔主作品〕

〈長編小説）

『苦い蜜』 AsaliChungu, 1977, Shungwaya Publisher, Nairobi. 

『決別』息空道迎Q, 1980, Longman, Nairobi. 

『この世は枯れた木の如し』 DuniaM:ti M:kavu, 1980, Longman, Nairobi. 

『光の中の闇』 KizaKatika Nuru, 1988, Oxford Univ. Press, Nairobi. 

〈戯曲〉

『御祓い』 Pung{lla,1988, Longman, Nairobi. 

『影は生きている』 KivuliKinaishi, 1990, Oxford Univ. Press, Nairobi. 

『アメジディ』 11!1翌中止 1992,大阪外国語大学スワヒリ語研究室．

〈短編小説集〉

『こっちとあっち』 Hapana Pale, 1979, Institute of Kiswahili and Foreign Lan-

guages.(共著）

『悪魔でもなければ狂人でもない』 SiShetani Siりazimu,1985, Zanzibar Publishers. 

〈詩集〉

『あきらめないで』 'SikateTamaa, 1980, Longman, Nairobi. 

『人生の深さ』 Kinacha Maisha, 1984, Longman, Nairobi. 

【注】

1) 1948年 3月 3日、現在のタンザニアの内陸部、モロゴロの近くのキロサの生まれ。小、
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中学校に在学中から演劇に興味を持ち、ダルエスサラーム大学に入学後は、演劇、教

育学、言語学を学んだ。修士論文は、タンザニアの伝統演劇'Ngoma'(ンゴマ）がテー

マである。 1982年からは、同大学演劇学科の主任教授を務めている。現在は結婚して

（ムラマに姓が変わり）、二人の子持ちでもある。タンザニアでは社会派の著名な戯曲

作家として認められている。

2)詳しくは、 James, 1990, pp. 74.....,91参照。

3) Bertoncini, 1991を参照。

4) サーダウィ， 1988a,p.285. 

5) 同揚書， p.286.

また、同書の中でサーダウィは、もっと視野を広げた湯合でも同様のことが見えてく

ることを、辛辣な批評の形で述べている。

出身地や使用言語の別なく、私が読んだ西洋とアラプ世界の男性作家たちの

中には、大昔から伝えられてきた女のイメージから解放されている者は一人

もいない n f::: とえ彼らの多くが、人権や人間の価値や正義を熱烈に擁護し、

あらゆる抑圧や暴虐に対して強く抗議したことで、どんなに有名であるとし

てもである。トルストイは、あれだけの卓越した文学的才能を持ち、封建的

・プルジョワ的なロシア社会の諸悪を告発しておきながら、女について語る

ときには、これよりましなことは言えない。

「女は悪魔の道具である。だいたいにおいて女はばかである。その代わり、

サタンは、女が自分の命令通りに行動するときには、自分の頭を女に貸して

やる」 (p.275)

6)全てイスラム教徒の男性が着用する礼式用の服。 (kanzu)

7)腰に巻いたりして用いる布。普通は黒色で、仕事着や上っぱりとして使われる。 (ka-

niki) 

8) 幅広のズポン型の服。 (teitei)

9)一般に、イスラム教徒の女性が外出時に普段着の上から着用する、頭からすっぼり覆

うことのできる黒色の服。 (buibu.i)

10)サーダウィは、このような状況を更に広く捉え、女性が現代社会の犠牲者であること

を次のように表現している。

女たちは今や、一方では伝統・宗教・道徳上の教えを口先で説かれ、他方で
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は、最小の時間で最大の利益を得ることを第一の目的とする政治的・経済的

な既得権益占有層によって生活を侵略されるという挟み打ちに会い、矛盾の

間で粉々に押し砕かれるからである。 (1988a,p.101) 

更に、 「女性差別」や「女性蔑視」の問題を包括的に考えようとする上で、サーダウ

ィの諸作品は非常に有効である。

11) Gabba, 1990, p。319を参照。

12) Gabba, 1990, p.319を参照。

13) この欺闘に対して、サーダウィは同じ女性の立場から、次のように述べている。

私は、エジプト社会の最も富裕な階層の人々が集まるレセプションやパーテ

ィーで、女たちが互いに夫の名前で呼び合っているのを耳にして、皮肉を言

ってやりたい衝動に駆られた。［・・・］私の皮肉は、夫の名前を使っている女た

ちが官製の婦人組織の指導的人物たちであり、女性の権利と自由について人

前で演説をしているということを知ったとき、いっそう辛辣なものとなった。

(1988a, p.164) 

14) Gabba, 1990, p.318を参照。

15)イスラムにおける「性」や「愛」に関しての、次のサーダウィの論点は非常に注目に

値する。

男にとって一夫多妻とは、性欲を満足させることを意味している。数人の妻

を持ち、自分の経済的貪欲と肉欲を満たすという男の権利を強化するために

は、宗教の支持が必要だった。また、父系による血統関係を確認、強化し、

遺産相続が父親の息子によって行なわれるようにするために、女には単婚が

求められた。そのために、男が経済的にも性的にも女を所有することを公認

する一連の価値が定められ、正当化されねばならなかった。ここでもまた、

宗教が役に立った。 (1988a,p.196) 

イスラムが愛と性、両性間の関係を肯定的にとらえた点は、私の知る限りで

は、正当に評価され、それに値するだけの考慮を払われたことはない。それ

でも、イスラム社会に固有の矛盾した面が、それとは正反対のもう一つの傾

向として表われている。その傾向は、性についてのユダヤ教とキリスト教の

概念と実践を支配する、硬直し、反動的で保守的な考え方を引き継いだもの

であり、イスラムの教理を貫いている。イスラムは、女の体はサタンの住み
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処であり、女はサタンの親密な従者ないし道具であるという、イヴと女たち

の古いイメージを踏襲した。 (1988a,p.237) 

また、一夫多妻の問題を取り扱ったスワヒリ語の作品で、 Machozira恥 anamke(『女

の涙』）は、 1975年が国連により「国際婦人年」と定められたことをきっかけに、女

性の救済とは一体何なのか、真の女性の解放とは何なのかを問いかけることを目的と

して書かれたもので、農村の、いわゆる伝統的家父長制社会の盃みを告発している。
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